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研究要旨 

１０万人以上の川崎病既往例が成人期に達している昨今、全身の血管炎である川崎病既往例が動脈硬化（粥状硬

化・血管硬化）の早期発症リスクになるかどうかの明確な科学的根拠（エビデンス）が求められている。この問題を明ら

かにするため川崎病と動脈硬化に関する研究に精通している委員を招聘し以下の検討を行なった。①川崎病と動脈

硬化に関する過去３０年間の関連文献の分野（剖検・病理組織、画像診断、動物モデル、治療、非侵襲的検査）ごとの

網羅的文献検索とそのレビュー。②過去文献のレビューの集積によって得られた質の高いエビデンスは定期的に学会

等で公表し、さらに文献化を企画。③レビューで得られた知見から、本邦での新たなエビデンスの構築が望ましい動脈

硬化関連事項の共同研究を企画。約 3 年間の検討結果から以下の結論を得た。①冠動脈インタクト例が動脈硬化

（粥状硬化）の早期発症リスクになる可能性は概ね低い。②冠動脈障害残存例では血管炎後の血管再構築の程

度により動脈硬化（血管硬化）が進行する。③冠動脈障害例の血管と粥腫との直接のエビデンスは認められな

いが、動脈硬化（粥状硬化）促進の条件は存在する。 

 

A．研究目的 

川崎病血管炎が若年性動脈硬化のリスクになりえる

かのエビデンス構築 

B. 研究方法 

検索的研究（過去３０年の網羅的文献検索） 

（文献検索が中心の研究のため倫理面への配慮は不

必要用と判断） 

C. 研究結果 

（平成２５年） 

第１回小委員会（９月２８日）開催 

研究方針の概要と研究分担の確認 

（平成２６年） 

第２回小委員会（３月２１日）開催 

各分担分野でのレビュー報告（レビュー概要の解説） 

第３回小委員会（７月５日）開催 

各分担領域でのレビューのまとめ、最新知見の公表 

第３４回日本川崎病学会演題発表（１０月３１日、

東京）、研究結果（中間報告）発表 

（平成２７年） 

第２４回日本心臓インターベンション学会演題発表

（８月１日、福岡）、研究結果発表 

第４回小委員会（１０月１０日）開催 

研究最終報告、今後の研究課題の確認、研究結果の

英文での文献化の承認 

D. 考察 

今回得られた研究結果はあくまで文献検索によって

得られた検討結果の集積であり、川崎病成人例のす

べてを評価している訳ではない。従って成人に達し

た川崎病例では、冠危険因子を増やさない食生活を

含めた生活指導、禁煙、冠動脈障害に応じた適度な

運動が勧められる。特に冠動脈障害残存例では、非

侵襲的な検査法による動脈硬化リスク層別化診断シ

ステムの構築が急務と考えられる。その上でスタチ



ンなどによる動脈硬化早期予防の治療介入が期待さ

れる。また冠動脈インタクト例では長期経過観察例

の集積と追跡調査により、今回得られたエビデンス

の継続的検討が必要となる。今後病理組織、画像診

断、バイオマーカー、実験動物などの研究の集積に

より、この問題の早期解明が期待される。 

E. 結論 

検索文献の性質上統計学的手法を用いたメタ解析お

よび系統的レビューは困難であったが、少数例なが

ら質の高いエビデンスが得られた文献からナラティ

ブレビューを行い以下の結論を得た。①冠動脈イン

タクト例が動脈硬化（粥状硬化）の早期発症リスク

になる可能性は今回の検討結果からは概ね低いと予

想される。②冠動脈障害残存例では血管炎後の血管

再構築の程度により動脈硬化（血管硬化）が進行す

る。③現在まで冠動脈障害例の血管と粥腫との直接

のエビデンスは認められないが、動脈硬化（粥状硬

化）促進の条件は存在する。 
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